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２．発達に係る支援が必要な子どもの育ちを支える 

 

現状 

課題 

○発達に係る支援が必要と思われる子どもが増加している。その発達上の支援の必要

性に気づき、個にあった支援やコーディネート、保護者を含めた相談支援体制が十

分に整備されていない現状にある。 

○早期から子どもの成長と発達を支えるため、集団生活における支えの充実と、個別

（的）対応ができる体制の整備が必要である。 

○身近な地域で親子を支え、気軽に相談できる場が必要である。 

○相談と支援をつなぎ、支援を総合的にコーディネートしていく体制が必要である。 

 

目指す 

姿 

○障がいの有無に関わらず、子どもが健やかに成長し、安心して暮らせる地域づくり。 

○子どもの成長の段階に応じて一貫した支援が、身近な地域で提供できる体制が整っ

ている。 

 

【対応】 

(1)乳幼児期の支援の充実 

1) 幼稚園・保育所・認定こども園に通う前の在宅時期

の子どもの育ちを支える 

  早期から子どもの成長と発達を支えるため、乳幼

児健診の精度向上に取り組むとともに、子どもや保

護者のニーズに応じた支援の充実を図ります。 

  発達の経過を確認しあいながら親子を支えること

ができる場の充実を図るとともに、保護者等を対象

に子どもの成長や発達等の理解を促す取り組み、子

育て支援や育児の観点からの啓発活動の充実を図り

ます。 

  就園、入所の際は、集団生活の中でそれぞれの子

どもにあった支援をしていくため、関係機関との連

携・情報共有を図ります。 

 

2) 集団生活の場における子どもの育ちを支える 

  障がいの有無に関わらず、集団生活の中で子ども

同士が育ちあえるよう、幼稚園・保育所・認定こど

も園内の支援体制の充実を図るとともに、教職員や

保育者の資質向上等を図るための研修の機会を充実

します。 

集団生活のしにくさがある子どもの育ちやその保

護者を支えるため、発達相談アンケートを実施する

とともに、臨床心理士等による園・所等への巡回相

談の実施、幼児通級指導教室の充実など、気になる

段階から支える仕組みづくりに取り組みます。 

発達に係る支援が必要な子どもの就園・入所に対

＜具体的取り組み＞ 

①健診（問診項目等）の見直し、

スタッフ研修の充実 

②発達支援教室等の充実に向け

た検討 

③心身障がい児地域療育事業（ミ

ニ療育事業）の継続 

④啓発パンフレットの作成 

⑤親支援教室（親グループミーテ

ィング）の充実に向けた検討 

 

⑥幼稚園・保育所等巡回訪問の充

実 

⑦年中児発達相談事業の充実 

⑧保育者支援研修、幼稚園教職員

等研修の充実 

⑨特別支援教育を推進する特別

支援拠点園の設置及び拡充 

⑩幼稚園ヘルパー・特別支援保育

補助教諭等の人材確保・登録制

度の充実 

⑪障がい児保育対策事業（障がい

児保育・発達促進児保育）の継

続 

⑫幼児通級指導教室の充実 
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応するため、加配職員の確保など、受け入れ体制の

充実を図ります。 

 

 

(2) 就学移行・就学後の支援の充実 

子どもや保護者の気持ちを十分に尊重し、円滑に

就学移行を進めるため、幼稚園・保育所等の関係機

関との連携を図りながら、早期から就学に向けた相

談支援体制を充実します。 

子どもにあった適切な支援を就学後につなげてい

くため、幼稚園・保育所等から小・中学校や特別支

援学校へと切れ間のない、継続的、計画的な支援の

仕組みづくりに取り組みます。 

小・中学校における、特別支援教育に係るスタッ

フの配置や巡回相談の実施により、校内の支援体制

の充実を図ります。また、一人ひとりの教育的ニー

ズに応じた通級による指導・支援を実施するととも

に、特別な支援が必要な児童生徒とその保護者に対

する相談支援体制の充実を図ります。 

＜具体的取り組み＞ 

①就学相談の継続 

②子ども支援ファイルの活用を推

進 

③スクールヘルパー事業の継続 

④巡回相談「わくわく相談会」の継

続 

⑤小・中学校における通級による指

導の継続 

 

 

(3) 障がい児福祉サービスの充実 

障がいの状態や発達の段階に応じて一人ひとりの

可能性を最大限に伸ばすため、出雲市障がい福祉計

画に基づく障がい福祉サービス等の支援を推進しま

す。 

相談支援体制の充実を図るとともに、各種の保健

福祉サービスが適切に利用できるよう関係機関との

連携を図ります。 

＜具体的取り組み＞ 

①出雲市障がい福祉計画に基づ

く事業の推進 

 

(4) 相談支援体制の充実 

保護者、幼稚園・保育所・認定こども園、関係機

関等からの相談に対応できるよう窓口の明確化を図

り、専門的な職員配置による体制の充実を図ります。 

子どもの発達についての相談、子育て相談などの

保護者の多様なニーズに対応できる相談の場の充実

を図ります。 

早期から子どもや保護者の気持ちに寄り添いなが

ら相談と支援をつなぎ、支援を総合的にコーディネ

ートしていくための体制を検討します。 

親子にとって身近な地域で安心して気軽に相談で

きる場（拠点）を確保するとともに、幼児期におけ

る発達支援や子育て支援の中核的拠点となる場（施

設）の整備を検討します。 

＜具体的取り組み＞ 

①就学前の相談窓口設置、相談体

制の構築に向けた検討 

②子ども家庭相談の継続及び充

実 

③発達クリニック事業の継続 

④身近で気軽に相談できる場の

検討 

⑤子育て支援・発達支援の拠点整

備の検討 
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(5) 発達支援が必要な子どもを育てる保護者（家族）への支援の充実 

「育てにくさ」を感じる保護者の育児不安を軽減

するため、保護者同士の交流の場づくりや子育てに

関する講座を開催するなど、家族も含めた支援の充

実を図ります。 

保護者やその家族に対し相談機関や子育ての情報

など、発達支援等に関する情報提供の充実を図りま

す。 

＜具体的取り組み＞ 

①保護者同士の交流の場づくり

の検討 

②保護者向け子育て支援講座の

実施 

③保護者への情報提供 

    

 

(6) 発達相談支援を担う人材の確保・育成 

  多様なニーズに対応できる相談支援体制を構築す

るため、臨床心理士、保健師、相談支援専門員等の

専門的人材の確保に努めます。 

子どもやその保護者の個々の状況に適した支援を

行うため、発達障がい等に関する研修を実施するな

ど、スタッフの資質向上を図るとともに、計画的な

人材養成を図ります。 

＜具体的取り組み＞ 

①支援者の適正な人員配置 

②支援者向け研修の実施 

 

 

(7)地域啓発 

発達障がい等に関する理解促進のため、広く一般

に向けて発達に関する情報提供や啓発活動を実施し

ます。 

障がいの有無に関わらず、住み慣れた地域で子ど

もを育てる視点から、保護者のニーズに応じた地域

で支えあう子育て支援の充実を図ります。 

＜具体的取り組み＞ 

①地域への普及啓発の実施 

②地域の子育て支援事業との連

携 

 

(8) 発達支援施策の推進体制の整備 

保健、福祉、医療、教育等の関係機関との連携・

協力体制を構築し、乳幼児期からの一貫した発達支

援施策の推進を図ります。 

庁内関係部署の横断的な推進体制により、庁内の

発達支援に係るネットワーク化を図ります。 

質の高い障がい福祉サービスを提供するため、出

雲市障害者施策推進協議会（自立支援協議会）等に

より事業の検討・推進を図ります。 

＜具体的取り組み＞ 

①関係機関と連携した推進体制、

庁内の推進体制の検討 

②出雲市障害者施策推進協議会

（自立支援協議会）等による事

業の推進 
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